
⑥

⑥-2

⑥-2-2

１　施策評価のための評価対象事業

1-2-1-10-13-12-1

1-2-1-10-13-12-2

1-2-1-10-13-12-3

0

２　施策評価

評価　A

評価　B

評価　C

評価　D

３　施策評価に対する具体的な評価の記述

４　施策実現と政策実現に向けた今後の提案

　　（見直し事業名や予算・人員の増減等にも言及のこと）

施策目的の実現に近づいていないので、分析と見直しが必要
評価

施策目的の実現に近づいていないので、抜本的改善が急務

　地域おこし協力隊の活用は施策の実現のために必要であり、令和４（2022）年度の実績は、２地域１団体４
人が活動したことにより、地域等の活性化に向けて一歩前進したと考える。
　一方で、退任後に柏崎市に定住したのは１人であり、また隊員の起業や事業継承を支える「地域おこし協力隊
定住定着支援事業」が、ほとんど使われていなかった。
　このことから、背景に隊員の希望と地域の求める活動にミスマッチが生じていなかったのか、また、定住定着
支援事業の制度設計が、隊員のニーズに合致しているのか、検証が必要ではないかと考える。
　以上を踏まえて、評価B（施策の実現に近づいているが、さらに事業の改善・見直しが必要）とした。

　地域おこし協力隊は国が推進する取組でもあり、県内外には受入れにより、地域活性化（地域ブランドや地場
産の開発・販売・PR等）や、協力隊の定住に成果を上げている自治体もある。
　本市においても、施策の実現に近付けるための改善策として、以下のことが挙げられる。
・隊員の希望と地域が求める活動のマッチング
・隊員が活動しやすく充実感を持てる受入れ・支援体制の整備
・隊員の将来的な自活を見据えて活動できる環境整備
・「地域おこし協力隊定住定着支援事業」の周知や利用促進
・他の移住・定住支援策や市民活動支援策とのさらなる連携
　以上を踏まえ、地域おこし協力隊員の希望に沿いながら、真に地域に役立つ事業内容となるよう、研究してい
ただくことを提言する。

施策の実現に近づいているので、このまま推進する

Ｂ施策の実現に近づいているが、さらに事業の改善・見直しが必要

施策評価対象の
選定理由

（評価のポイント）

　人口減少と少子高齢化が同時進行している柏崎市では、地域コミュニティ活動のマ
ンパワー低下が危惧されている。地域活性化のためには、外部人材の活用を通じて、
地域に関わる若い世代を増やし、地域活動の中心となっている世代と共に、地域の未
来を主体的に考え、行動できる環境づくりが重要であり、施策の効果を検証すべきと
考える。

事業№ 科目 事業名

地域おこし協力隊活用事業

地域おこし協力隊活動経費

地域おこし協力隊定住定着支援事業

0

施策評価

【分科会用】施策評価シート

（分科会名）　総務分科会

第五次総合計画上の
位置づけ

（施策の体系）

自治経営〜多様な主体と共創し共育するまちをめざして〜

持続可能な市民力と地域力をはぐくむ

地域力が発揮できる環境を充実させる



【様式　４】

③

③-2

③-2-2

１　施策評価のための評価対象事業

1-3-2-1-47-3-1

1-3-2-4-50-4-1

1-3-2-1-47-2-1

0

２　施策評価

評価　A

評価　B

評価　C

評価　D

３　施策評価に対する具体的な評価の記述

４　施策実現と政策実現に向けた今後の提案

　　（見直し事業名や予算・人員の増減等にも言及のこと）

安心して子育てができる施策の実現のために以下のことを提案する。
・放課後児童健全育成事業
　 近年、多様な教育的ニーズのある児童が増加し、きめ細かい対応が必要となっているため加配など支援員の人員
配置への対応を求める。
・子育て応援事業
　 プッシュ型の情報発信に努め、さらなる魅力ある講座の展開を求める。
・利用者の満足度を把握するためのアウトカム評価の導入を検討すること。
以上のことについて、今後の施策の展開において配慮いただき、子どもを取り巻く環境の充実がさらに進むよう期
待する。

【分科会用】施策評価シート

（分科会名）　文教厚生分科会

第五次総合計画上の
位置づけ

（施策の体系）

健康・福祉～「健やかさ」をつなぐまちをめざして

子どもを産み育てやすい「健やかな」環境をつくる

安心して子育てができる環境を充実させる

施策評価対象の
選定理由

（評価のポイント）

　核家族化や地域の関係が希薄化する中、子育てに対する不安や負担感が増加しており、
社会全体で子育てを支援することが必要である。男性が主体的に子育てに関わる環境づく
りに向けて、企業や子育て世代の人々が安心して子育てできる仕組みの構築が重要である
反面、社会全体でサポートする仕組みづくりの充実が重要なため、これらの施策を選定し
た。

事業№ 科目

施策評価

施策の実現に近づいているが、さらに事業の改善・見直しが必要

施策目的の実現に近づいていないので、分析と見直しが必要

子どもを取り巻く環境の充実は子育て支援にとって重要である。放課後児童クラブの取組によって、子育て世帯を
サポートし、安心して働ける環境を整備している。また、子どもの遊び場施設整備によって地域と連携した子育て
支援を図っている。子育て応援事業では、きめ細かな情報発信により子育ての不安解消に努めている。
３つの事業を通して柏崎市の子育てを支える大きな柱となり、子育ての環境づくりに対する幅広いニーズに応えて
いることから、A評価とした。

事業名

施策目的の実現に近づいていないので、抜本的改善が急務

施策の実現に近づいているので、このまま推進する

評価

Ａ

放課後児童健全育成事業

子どもの遊び場施設整備補助金

0

子育て応援事業



【様式 ４】

②

②-2

②-2-3

１　施策評価のための評価対象事業

1 1-7-1-2-78-6-1

2 1-7-1-2-78-32-1

3 1-7-1-2-78-48-1

0

２　施策評価

評価　A

評価　B

評価　C

評価　D

３　施策評価に対する具体的な評価の記述

４　施策実現と政策実現に向けた今後の提案

　　（見直し事業名や予算・人員の増減等にも言及のこと）

【分科会用】施策評価シート

（分科会名）　産業建設分科会

第五次総合計画上の
位置づけ

（施策の体系）

産業・雇用〜『豊かさ』をつなぐまちをめざして〜

『豊かな』産業を活かし稼ぐ力をはぐくむ

産業の創造性と技術力を高める

施策の実現に近づいているので、このまま推進する

Ｂ施策の実現に近づいているが、さらに事業の改善・見直しが必要

施策評価対象の
選定理由

（評価のポイント）

　柏崎市第五次総合計画後期基本計画の重点戦略の一つに、大変革期を乗り越える産業
イノベーションの推進を掲げている。急激に進展するデジタル化や脱炭素化など、時代
潮流の変化を的確に捉えることは重要である。地域産業界の発展、人材の雇用、育成は
急務であり、強靭で持続可能な産業構造を構築し、地域経済の活性化、生活基盤の安定
化を目指す上で重要な施策のため、選定対象として選定した。

事業№ 科目 事業名

工業振興事業

情報産業育成振興事業

事業構造強化促進事業

0

施策評価

施策目的の実現に近づいていないので、分析と見直しが必要
評価

施策目的の実現に近づいていないので、抜本的改善が急務

・市内中小企業向けの支援として、固定資産税の軽減、奨励金の交付、先端設備等導入における事業者の負担軽減
及び大学生向けの活動による市内企業への人材確保・育成など付加価値の創出に寄与していることは評価できる。
しかし、助成金の申請方法や評価基準には、公平性の観点から改善を検証する必要があると考える。
・情報政策官を活用した支援やⅠT関連新商品開発など事業については評価できるが、業界の動きに対して注視が必
要である。今後の発展に向けて、人材の確保・育成は急務であり、情報産業の市場の変化に適切に対応していく必
要があると考える。官民連携をさらに強化し、地域の成長産業として情報産業の発展に努めていただきたい。
・事業構造強化促進事業は、脱炭素社会への取組やカーボンニュートラルへの取組が重要であり、補助金の交付や
技術研修会の実施は評価できる。しかし、新分野展開支援補助金が大手企業にどのように効果的に補助されている
か、また市内中小企業の強化にどれだけ寄与するのか、より詳細な分析が必要であると考える。今後、市内製造業
者が新分野展開や事業転換に取り組む場合に、継続的な支援が必要ではないかと考える。今後の事業に対するス
ピード感及び先見性が求められる。

・事業構造強化促進事業は、産業構造の大変革期にある中で、将来を見据えた事業構造改革への促進であり、脱炭
素社会への取組とつながるため大変重要である。事業の実施は評価できるが、市内製造業者の新分野展開や事業転
換、経営基盤の確立への取組、人材確保への継続的な支援が今後も必要である。支援補助金が大手企業にどのよう
な効果があったのか、また、市内中小企業の強化にどれだけ寄与しているのか、事業の周知や運営における問題点
などについて具体的な検証、分析が必要である。
・今後も継続的な支援が必要であり、事業に対するスピード感及び先見性が求められる。新たな分野への挑戦を支
援し、イノベーションを促進するための努力が必要である。


